
一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

RaMS 投資の判断

Excel運用 vs RaMS｜費用比較・回収・感度分析
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一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

Excel vs.RaMS
管理費用
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一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

要約

・初期超過分：約715,000円 → 単純回収 0.39年（約4.7か月）

・次年度以降の年間削減額：約1,819,566円／年

・5年累計：▲9,095,166円

・10年累計：▲18,192,999円

・作業工数の大幅削減（Excel ：419h→RaMS： 31h／年）と

証憑・監査

対応の一体化

管理機器台数：1,000台
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参考

4



一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

期間別 合計費用：Excel vs RaMS
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次年度コストのウォーターフォール（固定/変動の分解）
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感度分析（次年度削減額に対する影響）

「この図は、来期の削減額が“どこまでブレても有利か”を示しています。中央の0が現状前提の削減額で、右に伸びるほど“さらに得する”、左は“少し目減りする”です。
青（台数）、緑（人件費レート）、橙（イベント頻度）は、いずれも人手作業に比例する要因で、RaMSはこの“人の手”を構造的に減らします。結果、要因を振っても削減の芯は残る。
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1.中央の0が“基準削減額”（＝Excelに比べてRaMSで削減できる金額）。
2.向きの棒は「削減額が増える（さらに得する）」、左向きは「削減額が減る
（差が縮まる）」。

3.色＝要因
・台数（青）：管理機器の台数
・人件費レート（緑）：1時間あたりの人件費
・イベント頻度（橙）：点検・入替・廃棄起票・証憑処理など、人手
イベントの発生率

※この3つは**“人手作業量”に比例**してコストが動くので、
RaMSの価値（=手作業削減）が最も効く論点です。
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投資効果

• 回収：0.39年（約4.7か月）で初期超過分を回収

• 定常効果：年間 約1,819,566円のキャッシュ改善

• 非財務効果：期限逸脱の抑止、証憑トレーサビリティ、監査準備の

簡素化、属人化解消

• リスク低減：入力ミス・証憑散逸・期限逸脱の発生確率×影響を低減
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